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こんにちは！神奈川県です！

◇神奈川県は首都圏の一角に位置し、
北は東京都、東は東京湾、南は相模湾
西は山梨、静岡の両県に接している。

◇太平洋側気候の温暖な県土に、
約９００万人が暮らしている。

◇３３市町村
(１６市、１３町、１村）

政令指定都市３市(横浜、川崎、相模原）

歴史を紐解くと・・・
◇武士が開いた「鎌倉幕府」により初めて、
関東が政治の中心に

◇近代には、開国を迫るペリーが横須賀に
来航し、横浜港は開港場の１つとして、
西洋文明が流入する日本の玄関として発展

1



神奈川県のがん対策 ①
神奈川県の死亡原因の第1位はがんです。
「神奈川県がん克服条例」と「神奈川県がん対策推進計画」
により、総合的ながん対策を推進しています。
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神奈川県のがん対策 ②

神奈川県がん克服条例とは？

3



神奈川県のがん対策 ③

神奈川県がん対策推進計画とは？
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がんの早期発見のために

◇「神奈川県がん対策推進計画」より

柱２ がんの早期発見

①がん検診の受診促進

②がん検診の精度向上

【主な目標】

平成29(2017)年度までに、がん検診受診率を
胃がん、大腸がん、肺がんは40％以上、乳が
ん、子宮がんは50%とします。
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神奈川県のがん検診受診促進事業

○がん検診推進事業（無料クーポン券事業）

○がん検診受診促進事業

○企業との連携事業

・がん検診普及啓発セミナーの開催

・地域における普及啓発キャンペーン等の開催

・ピンクリボンかながわ

・がん克服シンポジウムの開催

○県の広報媒体等を活用した普及啓発の実施
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がん検診受診率向上
モデル事業について
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対 象：乳がん検診無料クーポン対象者（45/50/55/60歳女性、対象者数5,972名）

受診勧奨

受診勧奨（再勧奨）

意識調査

効果測定

5月 9月 4月

スケジュール：

45,50,
55,60歳

女性

（無料クーポン） （リーフレット）

１．事業概要

本事業では、H24年５月に乳がん検診無料クーポン券が送付された女性約6,000名（45、
50、55、60歳）に対し、H24年９月に乳がん検診を効果的に受診勧奨するリーフレッ
トを個別送付することで、乳がん検診の受診勧奨（再勧奨）を実施した。なお、リーフ
レット送付時には、がん検診に関する意識調査票も同封し、意識調査も同時実施した。

分析
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県は、包括協定を締結
しているアフラックと連
携し、モデル地域となる
茅ケ崎市にて受診勧奨・
意識調査を実施した。

なお、調査及び勧奨は、
受診率向上のノウハウを
有している㈱キャンサー
スキャンが、アフラック
から受託して行った。

県民 

受診率向上 がん死亡率減少 

２．実施体制

受診勧奨・意識調査

■モデル事業の対象
市町村を募集・決定

■受診勧奨方法や意
識調査の質問項目を
検討
■事業内容を調整
■事業の広報

■県との包括協定に
基づき、モデル事業
に要する経費を負担
■事業内容を調整
■事業の広報

■受診勧奨・意識調査の
対象者の抽出

■受診勧奨方法や意識
調査の質問項目を検討

■がん検診実施機関の
抽出

■受診勧奨の結果、がん
検診受診を希望する者に、
がん検診実施

■意識調査・受診勧奨
の実施

■受診勧奨で使用する
リーフレット・調査票の
作成・発送

■意識調査の集計、受
診勧奨の効果測定

県 アフラック

茅ヶ崎市 ｷｬﾝｻｰｽｷｬﾝ

包括協定に
基づき連携

連携 連携

連携



0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

清川村

箱根町

山北町

大井町

厚木市

開成町

松田町

中井町

愛川町

鎌倉市

相模原市

横須賀市

真鶴町

三浦市

葉山町

南足柄市

座間市

海老名市

小田原市

二宮町

藤沢市

綾瀬市

伊勢原市

川崎市

大和市

大磯町

逗子市

横浜市

湯河原町

平塚市

寒川町

秦野市

茅ケ崎市

神奈川県全体

神奈川県内市区町村

乳がん検診受診率

（平成２１年度）
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県において、モデル事業
の実施に適した人口規模
を有する13市に対し事業
実施の意向について照会
したところ、2市から実
施希望あり

がん検診受診率の現状や受
診希望者が増加した場合の
対応という観点から、茅ヶ
崎市においてモデル事業を
実施することに決定

３．モデル地域の決定

出典：国立がん研究センター・がん対策情報センターHP
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４．事業結果 → 受診者は約２倍に増加

茅ヶ崎市在住の女性約6,000名（45、50、55、60歳）に受診勧奨したところ、
受診勧奨しなかったH23年度に比べ、受診者は約２倍に増加

再勧奨
なし

受診勧奨
あり2.1倍

(+6.7%)

361人
(5.8%)

744人
(12.5%)

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

H23 45,50,55,60歳 H24 45,50,55,60歳

n=6,255 n=5,972

受診勧奨
なし



５．リーフレットの有効性を意識調査で検証

「本来の検診価格」
と「市の補助額」

を明示

がんのり患リスク・
重大性を明示

検診の有効性
に関する情報を

明示

正確な検診内容
を明示

1

2

3

4

乳がん検診を効果的に受診勧奨するために、①～④の情報を明示
→ 意識調査結果から①～④の情報の有効性を検証した
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受診意欲を高めるため、自己負担額だけでなく、
「本来の検診価格」と「市の補助額」をリーフレットに明示

＊市検診の対象者のう
ち、乳がん検診未受診者
のデータが分析対象

58.8%

70.1%

75.4%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

3000円だったら

受けたい

n=153

本来10000円が、

市の補助で3000円なら

受けたい

n=127

2000円だったら

受けたい

n=171

<検証：自己負担額Ｘ円※１だったら乳がん検診を受けたいと思いますか？>

本来の検診価格と市の補助額を明示1

意識調査で、対象者を無作為に3グループに分け「3,000円だったら受けたいと思うか」
「本来10,000円が市の7,000円の補助により3,000円なら受けたいと思うか」「2,000
円だったら受けたいと思うか」と質問した。

⇒ 同じ3,000円の自己負担額でも、本来の検診価格（10,000円）と市の補助額
（7,000円）明示した質問の方が、受けたいと回答した者が多く、
受診意欲が高まることが検証された。

※１
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10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

全くそう思わない

n=26

あまりそう思わない

n=147

ややそう思う

n=276

とてもそう思う

n=273

<検証：乳がんにかかることが心配かどうかと乳がん検診受診率の関係>

がんにかかることを心配しているほど受診率が高まると想定されたため、
「がんのり患リスク・重大性に関する情報」をリーフレットに明示

＊市検診の対象
者のデータが分
析対象

がんのり患リスク・重大性を明示2

乳がん検診受診率

乳がんにかかる
ことが心配か

意識調査で「がんにかかることが心配である」との質問に「そう思う」と
回答した者ほど、乳がん検診受診率が高まることが検証された。
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3

がんが見つかるのが不安と考えている者ほど、受診率が低くなると想定され
たため、「検診の有効性に関する情報」をリーフレットに明示

乳がん検診受診率

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

全くそう思わない

n=204

あまりそう思わない

n=159

ややそう思う

n=108

とてもそう思う

n=36

<検証：検診でがんが見つかるのが不安と思っているかどうかと
乳がん検診受診率の関係>

検診の有効性に関する情報を明示

検診でがんが見
つかるのが不安

＊市検診の対象
者のデータが分
析対象

意識調査で「がん検診を受けなかった理由」として「がんが見つかるので
はと不安」との質問に「そう思う」と回答した者ほど、乳がん検診受診率
が低くなることが検証された。
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4

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

全くそう思わない

n=153

あまりそう思わない

n=179

ややそう思う

n=119

とてもそう思う

n=49

<検証：検診が痛いと思っているかどうかと乳がん検診受診率の関係>

検診が痛いと思っているほど、乳がん検診受診率が低くなると想定さ
れたため、「正確な検診内容」をリーフレット明示し、検診を過大に
恐れないように配慮

正確な検診内容を明示

乳がん検診受診率

検診が痛い
と思うか

意識調査で「がん検診を受けなかった理由」として「痛いから」との質問
に「そう思う」と回答した者ほど、乳がん検診受診率が低くなることが検
証された。

＊市検診の対象
者のデータが分
析対象



乳がん検診普及啓発リーフレット
「マンモグラフィへ行こう！」（表）
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乳がん検診普及啓発リーフレット
「マンモグラフィへ行こう！」（裏）
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受診率向上

モデル事業の活用に向けて

受診率向上のための4ステップ

リーフレット
使用届出書を
県に提出

県からリーフ
レット版や受
診勧奨ノウハ
ウを提供

各市町村で
リーフレッ
ト印刷

未受診者に
リーフレッ
ト送付Step２

Step１

Step３

Step４
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リーフレット活用のフロー
市町村 県

Yes

使用届出書

実績報告書

・リーフレット版
・受診勧奨のノウハウ

内容確認

リーフレット印刷

未受診者に送付

受診率向上

結果のとりまとめ

連携
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ご清聴ありがとうございました。

.:*・゜゜・*・神奈川県保健福祉局保健医療部がん対策課 ・:*・゜゜・*
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